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あらまし：近年，タブレット端末の教育利用が本格的に導入され始めている．これによりデジタル教科

書を使った先進的な授業の取り組みが注目を集めている．現段階では，デジタル教科書はそのまま使う

のではなく，補助教材として教える学生のレベルに合わせて解説用の動画を閲覧させ，練習問題に取組

ませるなどの取り組みが報告されている．そのような状況において教師が独自のコンテンツを作成する

機会も増えて来ているが，学生が楽しく使いやすいデジタル教科書の作成には多くの教材作成の準備が

必要とされ，ICT の導入方法によっては教師の負担が増えることが懸念されている．そこで，本研究で

は，教師が参考にできるデジタル教科書のテンプレートとなる使いやすいインタフェースを提案する．	 
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1. はじめに 
近年，仕事や日常生活にパソコンをはじめとする

ICT を活用することが一般的になってきている．し
かし，教科書のデジタル化は本格的に普及していな

いのが現状である．日本においてデジタル教科書の

普及には多くの課題が挙げられる．その中でも，デ

ジタル教科書における使いにくさを取り上げ，使い

やすいインタフェースの提案を行う． 
具体的には，１つ目，限られた面積で情報を発信

するときに，どのように情報を伝えたら利用者に情

報を伝えることができるのか分析を行う．視線の動

きによりどのように情報を判断しているのか分析を

おこなう．２つ目，デジタル教科書においてどのよ

うなインタフェースを持つことにより使いやすさが

向上するのか分析をおこなう．多くのデジタル教科

書では汎用的な携帯端末を用いて操作が行われてい

ることに注目をし，スマートフォン対応している

Webサイトを分析することによりヒントを得ること
ができるのではないかと考える．既存のスマートフ

ォン向け Web サイトには様々なインタフェースデ
ザインが用いているが，このデザインの違いは伝え

たい情報や目的（調べて欲しい，見て欲しい，買っ

て欲しい，読んで欲しい）の違いによりデザインが

異なっているのではないかと考え，クラスター分析

を用いて明らかにする．分析結果を考慮して，本研

究でのデジタル教科書における使いやすいインタフ

ェースデザインの提案をおこなう． 
 

2. 視線計測による使いやすさ 
製品の使いやすさの研究においてユーザの視線の

動線を視覚化し，分析をおこなうことがある(1)．本

研究ではインタフェースの使いやすいさ，特に絵文

字（アイコン）情報とテキスト情報ではどちらの方

が情報として判断しやすいのか検証を行う．本研究

ではモバイル型アイマークレコーダを用いて視線の

計測を行う．実験では図１のような内容を提示する．

テーマに最も近いボタンを選択してもらう．例え

ば，”mail”というキーワードに対して答えは 2 つ考
えられる．アイコンが等しい意味を示しているもの

と，テキストで意味を示しているボタンである．ユ

ーザの判断と視線の動きから限られた範囲の情報か

ら必要とする判断をどのような手順で選択するのか

視線情報をもとに分析を行う．これにより情報の提

示においてどのような順番での配置が良いのか，絵

と文字ではどちらの方が認識しやすいのかなどが明

らかにする． 
 

 
 

図１	 視線計測実験のデータ例 
 

3. 発信目的の違いによるインタフェース 
スマートフォン向け Web サイトによってデザイ

ンパターンが大きく分かれるが，どのような違いに

よりデザインが異なるのか明らかにする．まず，サ
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イト制作者が何を伝えたいのか，どのような目的で

閲覧したいのかという発信の目的ごとにクラスター

分析を用いて分類を行う． 
更に，分類されたサイトごとにインタフェースのデ

ザインごとに分類を行う．伝えたい情報ごとにどの

ようなインタフェースを用いているのか分析を行う． 
	 スマートフォン向けの Web サイトのデザインは
図２に示すように日々進化しており，確立されてい

ない．そのため専門家の評価により使いやすいとさ

れている 30 サイトと独自に使いやすいと判断した
サイト 36サイトを用いて分析を行う． 
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図 2 スマートフォン向けサイト 

 
4. 実験結果 
	 本研究で行われた 2つの実験の結果を示す． 
4.1 視線計測実験 
視線の計測をおこなった結果，次のことが明らか

となった．ユーザは，キーワードを確認後，多くの

場合においてアイコンを閲覧していることが分かっ

た．アイコンを確認後，テキストの確認を行うパタ

ーンが多く見られた．しかし，例外として左上にあ

るテキストは先に見る傾向があることが分かった．

どの状況であれ，文章や本などと同様に左上の情報

から閲覧しやすく，テキスト情報よりもアイコンの

情報の方がより情報を獲得しやすいことが明らかと

なった（図 3）． 
4.2 発信目的の違いによるインタフェース分析 
発信情報の違いにより大きく 8つの分類を行った．

さらにインタフェースの違いにより 13 に分類され
た．デジタル教科書では，情報を見て欲しい，たく

さんの情報を提供したい，一目でコンテンツに興味

を持って欲しい．という目的を持つ．これらの目的

は ECサイトと同様のグループに分類された．ECサ
イトにはハウス食品やSONYなどの会社のサイトが
挙げられる．これらのサイトの特徴を分析すると次

のことが明らかとなった．それによりインタフェー

スデザイン案を作成した（図４）． 
・限られた範囲から素早く調べたい 
	 →グローバルナビゲーションを充実させる． 
・	 ブランドイメージの向上させたい 
	 →メインビジュアルの配置 

・	 多くの情報を提示したい 
	 →変動するコンテンツの配置 

 
図 3	 視線データの動線 

 

 
図４ デジタル教科書の提案インタフェース 

 
5. おわりに 
本研究において視線計測と発信目的の違いによる

Webサイトの分析を行うことによりデジタル教科書
における使いやすいインタフェースを提案した．実

際に iBooks Author を用いて中学生用のデジタル教
科書を作成した．テキストの教科書と比較して学習

効率が上がり，楽しく興味をもち学ぶことへ繋がっ

たことが明らかとなった．このように目的に応じた

使いやすいインタフェースを提案することで今後，

教師も簡単にデジタル教科書の作成が行えるように

なり，学生の教育効果を生むことを期待する． 
今後の課題として，提案インタフェースのデザイ

ンで作成したデジタル教科書を中学生に使ってもら

い評価を行いたい． 
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